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電気の働き

検定試験合格をめざして

４年 よく走る自動車をつくろう！

ものづくりとして，乾電池や光電池を用いた自動車を，子

ども一人あたり１台製作させたいです。自動車のしくみやモ

ーターの動きなどが分かりやすい自動車を作らせたいので，

できるだけ単純な作りのものがよいと思います。市販のキッ

トを購入して使用する場合も，モーターや電池ボックスなど

を使って，キットの組立てとは別に，材料を補充して製作す

ることも考えられます。

１ とにかく「走る」，Ｍｙ自動車をつくろう。

・主な材料 プラスチック段ボール，モーター，乾電池（単三）と電池ボックス

市販の車輪セット（ ）又は タイヤ４個，車軸２本，プーリー，輪ゴム，強力両面テープ

・モーターの位置を変えて調節したり，乾電池１本から２本に増やす活動，さらに乾電池を太陽電

池に代えてソーラーカーにする活動を想定した場合，車体は普通の（紙製）段ボールよりプラス

チック段ボールを用いた方が丈夫でよい。

ものづくりの活動に思うこと

作った自動車やモーターが，動かない，回らない。これでは，ものづくりはおもしろ

くありません。こんなに頑張って作ったのに…，もうやりたくなくなりますよね。ものづくりをし

たら「全員成功して終わること」，これがまずものづくりの活動には絶対必要だと思います。自分

で作ったものが，「走った！」「回った！」の経験を子どもたちに。

プラスチック
板を入れると
スイッチにな
る。

輪ゴムの外れ止め

モーターは強力両面
テープでプラスチッ
ク段ボールにはり付
ける。

プーリー

モーターの軸

輪ゴム

プーリー

モーターの軸とプーリーに
輪ゴムを掛ける。モーター
が回転すると，輪ゴムが引
かれ，プーリーが回る。自
転車と同じ仕組み。モータ
ーの軸がわの半径を大きく
すると速くなるが力は弱く
なる。
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２ 検定試験合格をめざして

○検定試験の例

・コースは，決められた距離（例えば，廊下を

一教室分）走れば検定合格とする。壁にぶつ

かってもよい。

・ストップウォッチでタイムを測定しておく。

・車体のプラスチック段ボールは切ってはいけ

ない。 （……後の活動のため）

３ 乾電池１本で，さらに性能アップを 〈発展〉

・より速く走らせるために…。自由な発想で。

・軽量化（車体の切断や穴開けなど）はしない。

○ヒントⅠ：まっすぐ走らすための工夫例

・前輪をストローに通し粘着テープで貼ることによ

り，走行の曲がりを調整する。（自動車のハンド

ルに相当）

・前輪と後輪の間隔が長い方が直進性がよい。

○ヒントⅡ：車輪を速く回すための工夫例

・車輪側のプーリーを，直径φ４mm からφ３mmに

小さくする。

・モーターの軸に２段プーリーはめて，半径を大きくする。

※空転させたとき速くても，力は弱くなっているので，実際に接地走行させて選ぶとよい。

・輪ゴムの張り具合を調整する。

・ハトメやビーズなどを使って，車輪・車軸と本体の摩擦を少なくする。

ものづくりの活動に思うこと（続）

ものづくりの活動では，子どもが作りたいというものを，できる限り取り入れていく

ことが大切ですが，子どもたちの技能や能力のことも考慮することが必要です。子どもの願いを尊

重するあまり，作品があまりにも貧弱で，実験に耐えないものができてしまうことがあります。そ

のためには，基本的な構造は全員同じものを採用し，更に工夫して製作できる教材がよいと思いま

す。同じ材料で見本を見せながら製作させても，作品を比べてみると，部品の位置や動きが一人ひ

とり違う「Ｍｙ自動車」ができています。

走行の曲がりを調節する方法

車輪

車軸 ハトメ

ストロー

裏面

ガムテープ

モ ーターカーをつくってタイムをはかろう

図

○ タイム（ ）秒

○ 発見したこと・分かったこと

・＋きょくと，－きょくをぎゃくにする

と，モーターカーはぎゃくに走る。

○ 考えたこと，思ったこと

・電池をふやせばはやくはしれるんじゃ

ないかなあ。

(例)活動シートと子どもの表れ




